
鶴拳置子・齋藤はるか二浅意欠簸！多墾難繹霧のある竪鐵にお1する漢字の需字背嚢の獲得 27

注意欠陥〆多動牲障害のある児童における漢字の書字行動の獲得

　　　　　　　　一書字練習の回数を増やすための方法一曝

鶴巻　正子
齋藤はるか（徽締立明健小学椀

1　問　　題

　夢多くの勧勃（ヒトを食む1醗甕が冤奉合わせ

手続き豪たはその変法を，記憶／想起背嚢瓦浅葱，

灘念，麟激等懸盤の麟魔法として舞省いてきた1（率

鶴，玉99S／　と振擬されるように，見本合わせ

（鵬tc擁9船船脚le／諜慧ま，一驚筆縮織こ1艇

や変更が超えられるとともに，その徳駕籠欝が拡

大されてきた。携えぱ，亙）譲｝e，雛eOo舞撰風

｝護。蕪va糞ce　＆　礒3ck3y　（重99b，　s重ゼ。盤馨ダ　＆

礒＆欲駐y（給921慧，疑本合わせ課題の変法の一つで

ある購成授感見本合わせ（Co懸灘。重e富e鱒。総ε

膿叙e錘鉛経絡一s＆盤韓e，C麟↑S／課題を活躍するこ

とによ馨，それぞれ，2名の繕神遅滞歳入．3名の

発達輝害（鯖鮨，行動，学習露で緯書のある／晃

童を鱈象として，スペ琴ングパフォーマンスを獲

得させることができたと報告している。

　9ゆeら（至鱒玉，欝．3鰍が輿旛した疑構1飯応

躰創世（漉纏y銀MTS／謙慧よ次のよう

な纈序で実旛された。

①　標準麟激／｛擁1S舞舞が提示される。

⑫鱗牽轍への罐旋頸輪舗捻欝es鋤sel
が，比較麟激プールにアルファベット灘文字をも

たらす。

③　被験者は，標準鵜激と講じ文字列となるよう

鍵較嘱灘プールから，定められた顧番で文字を選

叛することがもとめられる　｛綱二S→翼一襲／。　した

がって，正誤覆応の饗定基準は，ア）産しい選摂

廊鑓，イ）在から養への乏しい選郷爵の二つ

となる　／｛雑えば，S丹欝→醤は選夢鱗褻導が異なるた

め一誤浸篶1となる／。

　　また，恣意鶴構成反癒見奉合わせ経由1重盤ry

C蹴TS｝課題では次のような種類の課題が実藷さ

れたの蚊絶ら，董9創、嚢，3茎（））。

①檬準麟激として絵醗1バス／が縫示される・

②標準麟激へσ〉観察反癒が雛較麟激ブールにア

ルファベット論文字をもたらす。

③被験煮は，標準麟激と講じ文字擁となるよう

箆較麟激プールから，正しい選摂織を，定められ

た舞擾序1こ選摂することがもとめられる　（｛甕：8→暮

→s海

　以、しのよう義こ，瞬一構戒縁藤蓉菟峰こ会わせi課題で

は，標準蝿激と箆較頼激の緩み合わせが誓文字と

文字圭あるいはギ絵と絵まとなるのに難し，恣意

縫構成綬応冤本合わせ課題では標準麟激と銘較麟

激の績み合わせが盲絵と文字まとなっている。

　これに鱈し，s｛艶欝er，漁。総￥，獅well，

麺cV＆y，＆蓑d舞穀器e罫軽99麟は．次のような方法を

羅いることによ警，重度聴覚難害を伴う2名の績神

遅滞歳人を鱒象として，3文字あるいは4文字から

なる単語の書き　｛鍛筆を優矯したw鐵諭g〉を指導

している。鮫等の手続きは次の7つの手続きから構

成されていた。

①曾αAS診課題

②

③

㊧

　絵／標準麟激1に聯碁するアナグラムスペ

琴ング課題。髭較鵜激はアルファベヅト欝文

字。

倉。／碧w課題

　絵（標準麟激／に対応する単語曝〕較麟澱／

の選摂。比較麟激は講じ文字数からなる3つ

の季語．

費w船。課題

　単語（標準蠣激1に実弟毒する絵建ヒ較華彗激／

の選撰。鋤較麟激は3つの総。

費C！AS事〉課題

　、圭輩曇①と瞬様。
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⑤　PWノ銀S課題

　　　華語（標準麟激／に鱗慈するアナグラムス

　　ペワング課題。姥鮫麟激はアルファベット欝

　　文字。このとき，アナグラムスペ1ヌング課題

　　の麦麹中，標準鵜激が鍵示されない／喪lay趨

　　WG躍co舞s繊。董lo費，C蓑S，遅延単語横綴〉

　　とが，①費C擁護》との癬違点となっている。

⑥　　罫〉C擁S夢課題

　　　、L記①と瞬様．

⑦耗梱丁課題
　　　絵（標準麟激／に対縫ヌする名篇を鉛1筆で1嚢

　　妻妾二講くこと。

　ヒ記のうち，⑦欝αW装丁以外の6つの課題には，

タヅチスク夢心ン機能がついたコンピュータが痩

舞捲れている．また、L紀①，④，⑤の欝CIAS欝課

題慧，恥be覆欝鑓1が示した饒漣の恣意縫構繊反

影見本会わせ課題のうち、鏡鞍麟激提示中に標準

麟激が提示され続けるr瞬時恣意的構繊反応見本

合わせ課題謹であむ．⑤欝W〆C糞S課題は．姥鮫麟

激撰ノ露群鎚こ標準秀錘灘疑蒔礎｝塗支さオtなも》　罫進塁重1簿一一縫

成痩応見本食わせ諜麹であると誘える。

　本：霧髪嚢翼ま，［）魏むeら縫99聾．S窪G盤eギら（1996翼こ

よる恣意鶴構成笈懇見本会わせ課題を応鱗し，涯

意欠臨1多勧姓瞳審のある艶薫を鰻象に，漢字の書

字背嚢σ）獲得，特に羅宇繰欝の繕数を塔やすこξを

叢猿舞として実施されたものである。なお，この指

導慧，購疲授膳鑓水合わせ課題のソフトウェア騰発

難縄申を韓篤し，手動による繰馨として実癒した。

導要簿のうち茎74文字は少なくとも至種類以一しの

読みが確認された（蓬解率97％／。読めなかった漢

字は，F賀，狭．久，境，漿，荘，献，築，俵，薦，

轟の葺文字であった。

　しかし，1馨字蕎嚢の獲得が確認された漢字は茎文

字（弩鎗／だけであった（正解率○．§G54％）。聡

懸橋緩が提示されると．罫できない達軒欝けない3

と繰鯵遜した。6つの部蓉の各称趨走へんまrご

んべん9さんずい戸きへん9くさかんむ窮

ダた1すかんむ鱗／を誘うことができ，それを叢く

ことも纏縫であった。

2捲導霧蚕

　本鯖象箆は髭治緩からの紹介で，欝大学教轟

学部薄書鏡心礫学麟究室で実権していた教欝穣

談に参策した。この籟談は，導発二1の敬謙後に，

璽ヶ弄響毒こ董鱒1青玉ら3蕪1，　イ｛定欝翼こ実旛さ矛したもの

で，鯵象冤に鰐する読みや欝きなどの支援とと

もに，フィードバックを兼ねた繰護者教室1を実

旛した。鱒象発に難ずる撰導では，第一一著煮の

指導の冗，、擦こ第二二二著煮が鰭象麗に鱗する指導

を舞い、数名の協力学生が教軽‘誓三戚や轟註録、振

灘終r後のゲームなどを実旛した。311羅の教糞

構談には約2鋳隠を要した。

3　指導の録象とした漢字

　第5学年醗黎漢字のうち，姦寮の部分から購絞さ

れている次の30文字を選摂した（表l　l。

ll　方　　法

輩鰐象擁

　熱重象蓼湿ま、欝字活動ξこ修する抵貌感が強く，霧

字行難の獲得に羅難を示した浅葱欠簸ノ多嚢姓障害

（A鞭漉。涯Pe｛1嬢擁y脚鍛顕職y勝so雌eヂ，

A至）灘勝のある夢睾チ箆雛である。小学校精緒藝毒警学

緩に姦籍し，指導麗嬉i待は5年生であった。WIS〈ン

Rの結果は響均的な鷺鋳水準にあることを示してい

た。

　奉実験の縫嬬籍韓こ実籍した実態調査の繕栗，第5

学年靉靆漢字豊85文字（軍威絶年度小学校学響捲

喪玉詣導鱈象の漢字

セット名 漢　　字

練習セツ1・ 許，構，灘、絶，保

セヅトA 緩，増，難，滅、移

セットB 仏，快，技，設，鋳

セヅトC 経，羅，税，緬，講

セット○ 招，織，境，糠，糧

セヅト琶 綿，険，銭，妊，環

　各セットには，ア難題（音読みの熟語碁，イ購

題構読みの熟語2／，ウ難題儲績み1の3種類が
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罵意された。しかし，一種類の熟語しか焦れない

もの（趨：招待），奏議みだけのもの（擁1｛藤》　も

存在した。このような条群に基づき，熟語の纒み

合わせを考清しながら各麗麗6問ずつを灘意した。

4　韓激資料

　ベースライン，購減反癒見本合わせ課題には，

次のような麟激資料を鱗意した。

（至1ベースライン

　　　A5賑濡紙の上半分に，5つの指導鰻象とし

　　た漢字を片飯名表記で縦書きにして提示した

　　もの（標準鵜激）を優飛する。下串分には書

　　字の解答難として，それぞれの標準麟灘の事

　　方に長方形を醗覆している。なお，送蓼がな

　　は平飯名で尽し（擁：萄許達，ユルす），熟語

　　のうち標準麟激とはならない漢字はそのまま

　　提示した／鋼1ヂ許崖，キ3罵／。

（21構成反応屍毒合わせ課題

　　　標準弼激として，醗達（茎／ベースラインで

　　優離した繕紙のうち圭1辛分を硬離する。表記

　　の仕方はベースラインで蔑濡したものと講様

　　である。

　比較勅灘は，透醗のプラスチヅク片（0舞費

シートを約2．5c搬×約12．Sc灘の大きさに鰐って

嚢網／に，漢字の癩と帝を濾樵のフェルトペン

で書いたものである。各セットの指導鑓象漢字

は5文字であるが，ダミーとなる漢字茎文字分を入

れ，圭2の構成要素が醗意された。

　麟iはセット建で鱈象擬に示された縄題絹の熟語

（標準麟激1と構成要素（建較頼蜘，およびその

解答欄である。麟2は，構成授癒見本合わせ課題終

了後を激している。

5　手続き

　水飜究では，アルファベヅトのアナグラムスペ

婆ングと書字蕎動の獲得に応驚された恣意麹権威

反応見本合わせ課題が，片飯名を標準麟激として

綾絹する漢字の書字蕎勤の獲得に活繕できるかど

うかを検討するとともに，書字練習の渥数を塔やす

ための方法をさぐっていくことを目的としている

ため，次のような購習重事予備実験1！夢予備実

験騰罫予韓実験灘石拳実験の5っの時簸にわ

たって実癒した。表2はこれらの手続きを一覧表1こ

まとめたものである。

甥　　　ここでは，糠習セットの5文字を絹い，対象

　　晃が恣意魏権威及癒見本合わせ課題を獲得で

　　きることを欝麹とした。

　①ベースライン

　　　繭達の麟激資料のうち，ア開題を綻締し，

　　緯振名で示された漢字が書謬るかどうかを確

　　謝する。

　②濁時恣意欝欝成藻懇冤本合わせ課題

　　　鰐象晃はプラスチック拷を2つ選撰して重

　　ね会わせ，それを標準鷲激の下に，クリヅプ

　　で留めるよう指示された。試行の実癒後に残

　　つた鷺較鷲激は，玉試行ごと1こ藪べる顯岸が変

　　えられた。

　　　なお，ここでは，謀反羅毒こ鱈し鬱憂i手続き

　　が導入された。すなわち，簾と牽のうち，灘

　　にあたる銚較葉彗激を解答覆毒こ提示した犠態

　　（ヒン替で，再度，構成痩応見本舎わ慧課題

　　を実籍した。それでも正反癒とならなかった

　　場合には指導者が窪答を示し，その後，鰐象

　　児1こその漢字の権威反癒見本合わせ課題をヒ

　　ント無しで実癒するよう要求した。

　③書字課題

　　　ウ岡題，イ縫題，ア瞬題の額淳で，片飯名

　　で承された漢字を書くよう捲示した。誤疫癒

　　の漢字1こついては，②漏時恣意的構成反幕見

　　本合わせ課題ですでに完成した緩み合わせの

　　申から難しいものを選摂するよう要求した。

　④フ重賞一アップ

　　　次騒の教鷺癒談時1こ，①ベースラインと懸

　　様に実旛した。

　　　指導対象の漢字はセットAの5文字である。

　　ここでは，書字課題における修歪手続きを変

　　更し、家庭での書字練習を導入した。

（l／教育穰談
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図塗奉欝窒における瞬時恣意的構蔽反癒艶本合わせ課題

　一1二から，皆仮名表露讃こよる標準麟激，構残痕応艶本食わせ課題の解筈購，およびブラス

チヅク緯で作成された箆較軽激を示している。鏡鞍麟灘は難題数にダミーを癒えた至2のプ

ラスチック片である。璽試蕎秦冬罫ごとに捻転麟激グ擁立i難を変菱する。麟は．セヅト£のア靉

靆の擁を示している。

麟2　購域叛旛見本合わせ課題終了後

　購戒授鱒見本会わせ課題を終了した後を題したものである．この溺では、

饗がダミーとして綾羅されている。

r姓、まの編と
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　①ベースライン

　　ア鱗題を嚢称し，（舞練習と講様に実籍した。

　②輝寺恣意麟構成反応見本《奪わせ課題

　　（茎）練習と瞬繊に実籍した。

　③書字課題

　　　嬬象覧は，ウ問題、イ懸題の纈淳で，片

　　籏名で承された漢字を欝くよう指示された。

　　誤海面）漢字についてのみ，②講縛恣意繋購

　　成疲癒箆本会わせ課題を再び実旛した。

　⑧練轡課題

　　　ア縫題を挫難し，1つの熟語を3難ずつ講

　　　くよう指示された。

難家庭での練饗

　　　これは，次繕の教霧癬談鋳までにア筒題を2

　　枚欝いてくることであった。1綾には隻種類の

　　漢字が玉つ鈴熟語として書かれているので，次

　　隣の勲爵穣談までの約2邊1糠穣こ熟語を1（｝轍講

　　くという課題であった。

籔／フォ鷺一アツブ

　　（酵練欝と瞬様に実旛した。

（3・＝　　　難

　　　振導対象の漢字はセットBのS文字である。

　　ここでは、瞬時恣意麟購戒反応冤本会わせ課

　　題と講字課題において，誤反応に鰐する惨死予

　　続き古墨変整された。

（i／教奮椿談

　　①ベースライン

　　　ア羅題を縫飛し，轡練饗と講織に実癒した。

　　②凝時恣意的構成授痔見本合わせ課題

　　　購絞旋応見本合わせ課題1顔磐練響と購様に

　　　実施した。1灘遠（碁練習にお1ナる｛疹1狂事続き

　　　を実癒後，5つすべての漢字について霧ぴ構

　　　成疫応艶本合わせ課題を実癒し．正反簿拳が

　　　鯵0％になるまで繰蓼遜させた、、

　　③書字課題

　　　　ア難題を硬濡し，片飯名で示された漢字

　　　を書くよう振示した。蘇逓（2／予備実験夏に

　　　おける髭爽旺手懸iきを実麺後，誤歪更籠；となった

　　　漢字についてのみア鷺題を購い，それらが書

　　　けるようになるまで繰鯵返すようにした。

　　　それ鉄聾は予備実験至と凝様に実麺した。

　　㊥練習課題

　　　　イ弱題，ウ翼題を硬崩し，予備実験1と

　　　講様に実癒した。

（ll）家庭での練習

　　麟尋｛覇実験夏とi縄梯。

（難フ滲冒一アップ

　　（鈴練欝と麟様に実癒した。

　　　ここでは，練習セット，セヅトA、およびセ

　　ヅトBを優覆し、舞たにファヅクスを羅繕した

　　家1莚学欝を導入した。

（葬　教奮報談

　　　／雛琶藏実験董董にお謬る㊧練習課題を実旛

　　せず，また，練饗セット，セットA，およびセ

　　ット8を連続して縫った以外は，（3／予備実験

　　llと講様であった。

／舞ファックスを稀濡した家庭学習

　　　ウ問題（練習セット／，イ問題（セヴトA，

　　セット霧，合議6教を家庭学習罵として準備し

　　た。鷲顎枚（すなわち，熟語を5つ／を書いた

　　ら，第…著饗の嚢究室にファックスで送膳する

　　よう蟹頼した。その経1累に惨し，第二著煮がフ

　　ィードバックのファックス（A尋叛至独3を遮揺

　　した。フィードバックの講容は．叢字や送｛譲こ

　　郵重する励ましや賞賛，　罫とめi　露まね」などに薄雪

　　するワンポイントア器バイスであった。ア轄

　　バイスは，複数の指摘籏漸があっても歪つ

　　にとどめた。フィードバヅクは．送緩され

　　た麟から2疑獄1飛毒こ送るようにした。

（1灘フオ實一アップ

　　次醗の教欝癬談詩に，（繕ファックスを穫瑞

　　した家経学欝と麟様の調題を漣賭して実籍し

　　た。

（i燐欝フ愛鷺一アップ

　　（灘フ方ローアヅプと購様。

蟹　　（葺練習，／鋤予嚢実験至，〔鎖予備実験1至，

　　（場予備実験灘で改良してきた方法を購い，

　　セット○，セヅト狂，およびセットCの漢字の
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　書字を指導した。

鱗教欝構談

　予備実験盤と疑様。

麟ファックスを穫濁した家庭学習

　　イ観題とウ問題を憂難し，予備実験難と属様

　　に実旛した。ただし，董醤に書く熟語の数は給

　　とした。

（1霧フ愈霞一アヅプ

　　イ麗麗，あるいはウ隅題を綻篤し，予備実験

　　灘と瞬檬に実旛した。

（紛再フオ蟹一アヅプ

　　イ問題とウ霧題を連続で痩照し，予備実験羅

　　と購様に実権した。

4

嚢1績　　桑

　騒3は，ダ練習まF予騰実験舞ゼ予備実験夏聾r予

備実験麹にお雑る結果を，麟4は1本実験達にお

ける結果を示している。

蜷　　　①ベースラインにおいて漢字の書字は倉％で

　　あった。⑫轟縫恣意釣構成反癒見本合わせ課

　　題では第蔓セッシ3ンで欝0％となったため，

　　⑧書字課題を実癒した。書字は60％の亜反痔

　　率となったが，④2週潤後のフオ糠一アップで

　　はベースライン水準1こ疑っていた。

2　・　　　　亙

　　　①ベースラインにおいて漢字の書字は（〉％で

　　あった。⑫購欝恣意麹購域反応発本合わせ諜

　　題では4つの漢字について鬱憂i手続きが行わ

　　れ，第2試行で研販癒率が欝％となった。⑧

　　書字課題では第2試行で書字の藍綬応率が

　　鎗0％となった。その後，④3獲ずつの書字練

　　習課題，犠1家庭での練習を経ることによ蓼，

　　至遍爾後のフォローアップでは乏反応率欝○％

　　が維持されていた。この／妻l／家麗での練習では，

　　鱒象晃からの窪主麟な要望に応じ保護者が複

　　写による宿題を作成したため，議慶した枚数

　　よ警多い書字練習の績果となった。

　　　①ベースラインにおいて漢字の書字は5文字

のうち験まを書くことができ2§％の歪反癒率

であった。

　⑨漏時恣意的構成反痔見本合わせ課題では，

ヒント無しで購成長藤見奉合わせ課題が玉（沿％

になるまで実麺した。第2試行で玉｛〉G％を示し，

⑧書字課題でも第2試行で5文字すべての漢字

を書くことができた。　しかし，尋還翼後後の

鰍フオP一アップでは①のベースライン水準

に戻っていた。購様の縫遍で捲導を再度繰参

返したところ，2（X｝：3年2肩玉9蕃三舞こは，養蟹の

指導から茎毒茸舞舞』上の鱗雛垂があった華こもかカ・わ

らず，書字ぞ奪動の翼三反疑；率む羅○○％とな鯵｛呆特

が確認された、

　　　　欝

　ここでは．これまで臨蓑習崖1予簿実験賛

f予備実験撫で振導の辮象とした漢字婚文字

に対し，（3／予備実験登の④練習課題を実旛せ

ず，萩たにファックスによる霧題の送積を導

入した。なお，セット議こついては，予備実験1董

のフォ獄一アヅプの結果が重（｝0％であったた

め，韓教鷺櫓談の遍程を霧酷している。（紛

家庭での練習では，練習セット，セットA，セット

欝の漢字の書字練習を実施した。予備実験至，

予備実験蟹では，磨題としての取滲緩みであ

ったため講象晃は矯簸屑で書いていたようで

あったが，この靉靆では，少ない量ではある

が漢字をほぼ毎欝書くことが要求された。ま

た，すでに練習や予講実験で毒導の簿象とな

っていた漢字であったため，総文字の指導を

購時に進めた。指導一終了至ヶ羅後のフ窓

P一アヅプでは各セット6G％から80％の

書字行動が維持されていた。

蟹　セット○，セット9，セットCの①ベースラ

インでは書字蕎動がいずれも0％であったが，

⑨醤時恣意麟構成反癒見本合わせ課題は，そ

れぞれ鐙0％，80％，8§％の亘反旛事を示し

た。セット駐では槻ま，セットCでは「誕蛋

がヒントを必要とした。⑤書字課題，④3罎ず

つの書字練習課題，（lll家麩での練習とファッ
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クスによる送鑑・返藩の遜程を経て，それぞ

れ4週疑雛菱，3選羅1後，2週麗後の書字乎テ勇の｛呆

持が確認された。

lv　考　　察

　本頬象莞は書字活動に濁する抵鋭感が強いこと

を主誘に教欝掘談活嚢に参撫した。実態講査に隠

しても書字に鰐する抵貌が大きかったが，片飯名

文字を標準騨激とし，漢字の編と勇を鏡較麟激と

する瞬時恣意欝構成疲旛髭本合わせ課題を手続き

に取撃込むことによ鯵．予騰実験1から導入した

霧字の練習課題にも取鯵緩めるようになっていっ

た。また，ファックスによるフィードバヅクを受

け入れ，爽宅でも漢字の書字に取蓼緩む姿勢が箆

られた。灘接醜な繰鯵返しの練習課題毒こは抵魏が

見られる穀象盤であったが，漢字の編と膏を緩み

合わせることによ管漢字を作っていくという操鐸

雑な課題が奮劾だったのではないかと考えられる。

また、本務究では1漢字の書字→購成反応見峯合

わせ課題の実旛一漢字の書字一家縫での練習（フ

ァックスによる送鶴舞という一連の流れを鐸馨，書

字蕎動のバ縫工一ションを塔やすようにした。こ

の遜程も，潜豪者がr漢字を書く」騒数を繕やす絃

果につながったと思われる。

　しかし，本実験の経過を達し．いくつか聡題点

が残った。

｛l　l購成授晦冤本食わせ課題の毘譲基準

　　　構成疲幕無本合わせ課題の箆反応には，藩

　　達のように，①死しい選択旋応，⑨圧しい選

　　択額序の両方が必要となる。しかし，ここで

　　は，プラスチヅク鯵を緩み合わせることに

　　よって実麺したため，②グ）確認が不十分に

　　ならざるを得なかった。ただ，辮象整は，

　　琴灘の後喜こ膏を書く圭　という舞蓑序を難i識とし

　　て習得していた。

（2）選摂反応の難易度

　　　また，構成友応箆本合わせ課題を実施する

　　プ獄セスでは、試行ごとに選嫌反癒の難易度

　　が変乾したことも旛擁しなければならない。

　　纒えぱ．

20§5年6鱒

＜第董試行＞諺の娩較麟激から2つを選摂

　（茎2×nm豊32選警のうち死しい題み合わせば

　i遜蓼，つま蓼チャンスレベル1鐙．76％となる。

　以下，購様1

＜第2試蕎＞i｛）の姥鮫麟激から2つを選摂

　　　　／チャンスシベル　1／鎗×1！9凱1．1％）

＜第3試行＞8つの鋤較鵜激から2つを選摂

　　　　（チャンスレベル　1／8×1174．8％／

〈第4試行＞6つの難較鵜激から2つを選毅

　　　　　（チャンスレペルーお×i！5意3、3％1

く第5試蕎＞巻つの銚較麟激から2つを選蟹

　　　　　（チャンスレベル1蔭×1／3＃8．3％／

と，残った比較麟激の数から第5試行は第董試衝異こ

競べて醗らかに容易であると言える．しかし，試

行実権の籏序は難象冤が決めたので，熔象冤にと

って「容易である達と思われた課題から霰警緩ん

だと考えられ，靄然毒こよる萱反癒の鱒籠牲は低か

ったのではないかと思われる。

（3／鏡鞍麟激の選摂行甦

　　　また，麟激資料に絶しては，プラスチック

　　馬が薄いため，麟激プールとして麟濡した雛

　　に張警繕いてしまい，つまみにくかったよう

　　である。さらには，鰐象箆は工作などの耀か

　　な伜難が苦手であったこともあ静，ク婆ヅプ

　　で留めることも容易ではなかった。

韓1ファックスなどの環境整備

　　　ファックスによるフィー卸バックの懸果は，

　　r予講実験麹と　r本実験まの績果からも購ら

　　かであった．ただし，農宅でファックスが鍵

　　購擁饒な礫境が必要であるため，教再癒談の

　　”環として実継して行くために1ま保護者への

　　醗慮も必要であろう。

　拳礒究の結果から，縫紋反癒見本合わせ課題が，

書字の練響に抵銃慈を感じるような麟象箆の書字

行動の獲得1こ対する勤果の奄縫雛iが示唆された。

それは，薮褥，繰管返しによる練習を妊まなかっ

た鴛象晃が，霞宅での練習罵紙を増やすよう嚢ら

保護者に依頼した鞍，ほぼ毎欝ファヅクスによっ

て書字練習後のプリントを送軽してきたという対

象発の姿勢の変化に現れている。あわせて，その
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縫警の特性から繰鞍返し1こよる書字練習に抵魏を

感じることが多いAO擁Pの麗童には，麟ベー

スラインの灘定，／韓恣意魏構成反郷見本合わせ課題

の実旛，（c瘡宅での書字練習，麟§宅学鷲への舞購

フィー詳バック，（窃フォローアップでの確認という

漢字1こ鰐する一連の書字支援プ冒グラムの効果が

示駿された。
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　ん，濃避墾美さんから多大なご協力いただきました。感

　露申し一とげます，
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